
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
年
）
に
発
足
し
た
日
本
外
科
学
会
は
、

平
成
十
一
年
に
創
立
一
○
○
周
年
を
迎
え
る
。
福
岡
へ
の
国
立
医

科
大
学
誘
致
の
た
め
に
度
々
上
京
し
て
い
た
福
岡
県
立
病
院
長
大

森
治
豊
（
東
大
シ
ュ
ル
ッ
門
下
）
、
ス
ク
リ
バ
門
下
の
田
代
義
徳
（
後

の
東
大
教
授
、
日
本
整
形
外
科
の
開
祖
）
や
佐
藤
三
吉
（
東
大
初
の
邦

人
外
科
教
授
）
が
主
唱
し
て
、
普
仏
戦
争
後
の
一
八
七
二
年
に
創
立

さ
れ
た
〃
ド
イ
ツ
外
科
学
会
″
に
範
を
と
り
、
日
本
の
外
科
学
の

振
興
を
目
的
と
し
て
外
科
専
門
医
が
集
う
学
会
の
設
立
を
計
っ

た
。
日
本
外
科
学
会
誌
の
創
刊
号
は
、
設
立
に
至
る
経
緯
を
以
下

の
ご
と
く
伝
え
て
い
る
。

「
明
治
二
十
九
年
十
月
福
岡
病
院
大
森
治
豊
上
京
シ
田
代
義
徳

及
佐
藤
三
吉
ト
謀
り
外
科
専
門
諸
子
二
移
牒
シ
テ
日
本
橋
区
亀
島

町
偕
楽
園
二
小
集
ヲ
催
ス
来
リ
会
ス
ル
者
日
佐
藤
進
日
菊

13

日
本
外
科
学
会
の
濫
鵤

佐
藤
裕

池
常
三
郎
日
片
山
芳
林
日
桂
秀
馬
日
佐
藤
恒
久
日
丸
茂

文
良
日
三
輪
徳
寛
日
筒
井
八
百
珠
日
伊
藤
準
三
及
催
主
三

人
ト
ス
宇
野
朗
及
橋
本
綱
常
二
人
ハ
事
故
ニ
由
り
来
ラ
ズ
坐

二
発
議
ス
ル
者
ア
リ
年
一
回
此
ノ
如
キ
小
集
ヲ
開
キ
テ
契
潤
ノ

情
ヲ
慰
ム
ル
如
何
卜
衆
皆
之
ヲ
賛
シ
テ
散
ス
之
ヲ
日
本
外
科
学

会
ノ
濫
膓
ト
ナ
ス
」
。

翌
明
治
三
十
年
に
は
、
設
立
を
発
議
し
た
者
た
ち
が
三
輪
徳
寛

（
千
葉
医
專
）
、
木
村
考
蔵
（
大
阪
高
等
医
学
校
）
、
田
代
正
（
長
崎
医

専
）
ら
の
ド
イ
ツ
留
学
壮
行
の
た
め
に
再
び
会
し
、
同
時
に
外
科
専

門
医
会
（
外
科
学
会
の
準
備
会
的
な
）
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
翌
明

治
三
十
一
年
、
日
本
外
科
学
会
発
起
人
会
を
開
き
、
明
治
三
十
二

年
四
月
東
京
に
お
い
て
第
一
回
日
本
外
科
学
会
を
開
催
す
る
こ
と

を
決
し
た
。
会
長
と
し
て
東
大
の
佐
藤
三
吉
を
、
幹
事
と
し
て
近

藤
次
繁
、
佐
藤
恒
久
（
順
天
堂
）
と
田
代
義
徳
の
三
名
を
選
出
し
て

い
↓
色
。か

く
し
て
、
明
治
三
十
二
年
四
月
一
日
つ
い
に
日
本
外
科
学
会

（
旨
冨
．
曾
壇
８
－
ｇ
ｏ
耐
ｇ
の
設
立
が
成
り
、
第
一
回
集
会
が

東
京
神
田
一
シ
橋
の
帝
国
教
育
会
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

三
日
間
の
会
期
中
に
、
日
本
外
科
学
会
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
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日
本
外
科
学
の
大
恩
人
で
あ
る
ス
ク
リ
バ
の
〃
ク
レ
エ
デ
（
９
①
号
）

氏
銀
療
法
″
に
始
ま
る
四
十
二
題
の
演
題
が
発
表
さ
れ
た
。
先
駆

的
な
外
科
医
達
が
主
と
し
て
ド
イ
ツ
（
佐
藤
進
は
ウ
ィ
ー
ン
の
ビ
ル

ロ
ー
ト
や
ベ
ル
リ
ン
の
バ
ル
デ
レ
ー
ベ
ン
の
も
と
へ
、
橋
本
綱
常
は
さ

ら
に
ラ
ン
ゲ
ン
ベ
ッ
ク
の
も
と
へ
）
に
留
学
し
た
こ
と
や
、
日
本
の
外

科
学
を
育
て
た
ス
ク
リ
バ
が
ド
イ
ツ
外
科
学
会
創
設
者
と
し
て
名

を
連
ね
る
四
日
○
口
（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学
、
最
初
の
腎
摘
に
成
功
）

の
門
下
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
か
、
演
題
の
内
容
は
ド

イ
ツ
外
科
学
を
反
映
し
た
も
の
が
多
い
。
二
日
目
に
第
二
回
を
東

京
に
て
佐
藤
進
（
順
天
堂
佐
藤
尚
中
の
後
継
者
、
陸
軍
軍
医
総
監
）
会

長
の
も
と
で
開
催
す
る
こ
と
を
議
決
し
、
閉
会
後
上
野
精
養
軒
に

て
懇
親
会
を
催
し
た
。
以
後
、
発
起
に
名
を
連
ね
た
人
々
が
持
ち

回
り
的
に
学
会
を
主
催
し
て
い
く
が
、
大
正
十
四
年
に
は
九
州
帝

国
大
学
第
一
外
科
三
宅
速
教
授
を
会
長
と
し
て
、
福
岡
に
お
い
て

第
二
十
六
回
学
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
時
田
代
義
徳
、
近
藤
次

繁
両
教
授
が
、
大
森
治
豊
を
讃
え
て
次
の
よ
う
な
追
悼
文
（
抜
粋
）

を
捧
げ
た
。
「
花
輪
を
故
大
森
治
豊
君
の
銅
像
の
前
に
捧
げ
蕪
辞

を
陳
べ
て
君
の
霊
に
告
ぐ
君
は
我
が
日
本
外
科
学
会
の
主
唱
者

な
り
ｌ
東
京
へ
上
ら
る
る
毎
に
我
が
邦
に
於
け
る
外
科
学
者
会
合

の
必
要
な
る
を
力
説
せ
ら
る
ｌ
我
等
も
共
鳴
し
明
治
三
十
二
年
東

京
に
開
く
に
至
る
ｌ
爾
来
益
々
隆
盛
を
極
め
第
二
十
六
回
会
合
を

福
岡
市
に
開
く
に
至
る
ｌ
寧
ろ
其
遅
き
を
憾
ま
ざ
る
を
得
ず
ｌ
何

と
な
れ
ば
君
が
池
田
陽
一
博
士
と
共
に
明
治
十
八
年
帝
王
切
開
に

由
り
て
一
母
子
の
生
命
を
救
い
得
た
る
空
前
の
大
成
績
は
福
岡
病

院
廃
止
論
を
し
て
永
久
に
閉
念
せ
し
め
遂
に
今
日
の
九
州
帝
国
大

学
建
設
の
基
礎
を
成
す
に
至
り
君
は
当
福
岡
を
し
て
我
が
国
に

於
る
〃
ア
ゼ
プ
チ
ッ
セ
ヒ
ル
ル
ギ
ー
″
の
完
成
に
先
鞭
を
着
け

た
る
の
栄
誉
を
担
わ
し
め
た
士
な
れ
ば
な
り
」
・
日
本
外
科
学
会
の

創
設
に
果
た
し
た
大
森
治
豊
の
功
績
の
大
き
さ
が
十
二
分
に
窺
わ

れ
る
文
で
あ
る
。

以
後
九
十
有
余
年
が
経
過
し
、
本
年
（
一
九
九
七
年
）
第
九
十
七

回
外
科
学
会
が
、
京
都
に
お
い
て
京
都
府
立
医
大
高
橋
俊
雄
教
授

会
長
の
も
と
に
「
独
創
と
変
革
の
外
科
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
た
。

（
福
岡
赤
十
字
病
院
外
科
、
九
大
医
史
学
資
料
研
究
会
）
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